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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問

二
ツ
井
地
域
局
に
総
合
案
内
の
設
置
を

　
　

二
ツ
井
庁
舎
建
設
時
は
、
窓
口
が
多
く
、
町
民
に
は
分

か
り
に
く
か
っ
た
た
め
、
総
合
案
内
が
設
置
さ
れ
た
。
現
在

は
１
階
に
集
中
し
て
い
る
が
、
入
り
口
正
面
の
カ
ウ
ン
タ
ー

は
高
く
、閉
塞
感
を
感
じ
る
。総
合
案
内
を
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　

二
ツ
井
町
庁
舎
が
二
ツ
井
町
役
場
新
庁
舎
と
し
て
開
庁

し
た
、
平
成
６
年
11
月
か
ら
２
カ
月
程
度
、
職
員
が
交
代
し

て
正
面
玄
関
の
入
り
口
付
近
で
、
総
合
案
内
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
総
合
案
内
の
た
め
に
職
員
配
置
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

各
課
窓
口
で
案
内
業
務
や
問
合
せ
等
に
対
応
し
て
い
る
。
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
案
内
業
務
に
対
応
し
や
す
い
窓

口
配
置
の
工
夫
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

二
ツ
井
地
域
局
に
年
金
事
務
所
の
出
張
所
を

　
　

死
亡
手
続
な
ど
地
域
局
で
ほ
と
ん
ど
の
手
続
が
で
き
る

が
、
年
金
の
手
続
は
北
秋
田
市
な
ど
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。予
約
も
だ
い
ぶ
先
の
日
で
、交
通
手
段
の
な
い
住
民
に

と
っ
て
は
大
変
で
あ
る
。出
張
す
る
よ
う
要
請
で
き
な
い
か
。

　
　

能
代
市
役
所
本
庁
舎
会
場
に
つ
い
て
は
、
主
に
能
代
市

山
本
郡
在
住
の
方
を
対
象
に
、
予
約
制
で
、
毎
週
火
曜
日
の

み
行
わ
れ
て
い
る
。
二
ツ
井
地
域
局
へ
の
出
張
所
の
設
置
に

つ
い
て
、
年
金
事
務
所
へ
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
人
員
体
制
等

の
検
討
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
要
望
と
し
て
承
り
、

日
本
年
金
機
構
本
部
へ
伝
え
る
、
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
、

回
答
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
市
の
森
林
な
ど
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
可
能
量
は

○
仮
想
発
電
所
に
よ
る
地
産
地
消
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

○
イ
オ
ン
Ｓ
Ｃ
周
辺
に
住
宅
の
土
地
開
発
を
考
え
て
は

一
、
二
中
若
が
今
後
も
活
躍
で
き
る
場
の
提
供
は

　
　

お
な
ご
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て
き
た
一
、
二

中
若
が
来
年
８
月
に
運
行
す
る
「
能
代
七
夕
天
空
の
不
夜

城
」
に
参
加
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
市
の

考
え
は
。

　
　

一
、
二
中
若
の
運
行
に
関
し
て
は
、
灯
籠
の
保
管
、
維

持
・
管
理
、
運
搬
、
組
立
て
、
解
体
等
、
人
材
や
経
費
に
関

わ
る
負
担
が
非
常
に
大
き
く
、
学
校
単
独
で
の
運
行
が
困
難

で
あ
り
、
両
校
か
ら
支
援
の
要
望
が
あ
っ
た
。
天
空
の
不
夜

城
で
あ
れ
ば
、
運
行
に
関
す
る
課
題
を
解
決
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
と
市
で
は
考
え
て
い
る
旨
を
両
校
に
伝
え
、
学
校
で

は
検
討
を
進
め
て
お
り
、
市
教
委
は
支
援
し
て
い
く
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
闘
い
、
共
存
・
克
服
を
目
指
し
な
が
ら
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
、
以
前
か
ら
の
課
題
に
取
り
組

む
大
変
難
し
い
予
算
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

　
　

総
合
計
画
の
重
要
課
題
で
あ
る
、
「
若
者
の
定
住
に
つ

な
が
る
産
業
振
興
と
雇
用
確
保
」
、
「
子
ど
も
を
生
み
育
て

や
す
い
環
境
づ
く
り
」
、
「
健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
各

分
野
の
施
策
の
推
進
」
は
、
コ
ロ
ナ
後
も
見
据
え
、
積
極
的

に
事
業
を
推
進
す
る
。
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
を
的
確
に

捉
え
、
将
来
を
見
据
え
た
健
全
な
財
政
運
営
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
資
す
る
予
算
を
目
指
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
今
後
の
財
政
見
通
し
は

○
向
能
代
公
民
館
の
改
築
に
取
り
組
む
考
え
は

○
水
と
階
段
の
広
場
の
再
整
備

一
、
二
中
若
は
こ
ど
も
七
夕
に
参
加
し
て
は

　
　

一
、
二
中
若
は
能
代
市
の
観
光
政
策
で
あ
る
天
空
の
不

夜
城
へ
の
参
加
で
は
な
く
、
の
し
ろ
青
年
ク
ラ
ブ
が
長
年
主

宰
し
て
い
る
こ
ど
も
七
夕
に
参
加
し
、
先
陣
後
陣
に
な
っ
て

先
輩
の
晴
れ
姿
を
見
せ
る
形
で
検
討
す
る
考
え
は
。

　
　

の
し
ろ
青
年
ク
ラ
ブ
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
等
の
課
題

を
抱
え
、
同
イ
ベ
ン
ト
自
体
の
継
続
も
検
討
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
、
一
、
二
中
若
の
参
加
は
運
行
等
に

係
る
負
担
が
大
き
く
、
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
運
行

に
つ
い
て
は
、
地
域
貢
献
の
場
の
確
保
と
い
う
視
点
で
諸
課

題
を
解
決
す
る
手
立
て
を
探
り
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
一
、

二
中
若
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
市
教
委
は
支
援
し
て
い
く
。

歴
史
民
俗
、
美
術
展
示
館
建
設
の
基
本
構
想
は

　
　

今
年
度
、
文
化
財
保
護
室
が
創
設
さ
れ
、
４
人
体
制
で

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
が
、
歴
史
民
俗
資
料
館
・
美
術
展
示

館
の
建
設
を
推
し
進
め
て
い
く
た
め
に
準
備
室
を
つ
く
り
、

基
本
構
想
の
策
定
を
目
指
す
考
え
は
。

　
　

文
化
財
保
護
室
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
・
美
術
展
示
館

の
建
設
を
検
討
す
る
際
に
は
、
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
準
備
室
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

文
化
財
保
護
室
の
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
対
応
し
、
基

本
構
想
に
つ
い
て
は
、
全
市
的
な
文
化
財
等
の
整
理
、
分
類

が
あ
る
程
度
進
ん
だ
段
階
で
、
有
識
者
の
方
々
の
助
言
を
い

た
だ
き
な
が
ら
策
定
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
空
き
家
を
若
者
定
住
目
的
で
寄
附
を
受
け
る
考
え
は

○
中
心
市
街
地
活
性
化

○
歴
史
民
俗
資
料
と
美
術
展
示
館
の
検
討
状
況
は

安
井　

英
章
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

渡
邊　

正
人

伊
藤　

洋
文

平
政
・
公
明
党

希
望
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